 ５ 業種分類別の動向

(1) 鉄鋼業

鉄鋼業の生産指数は58.2で前年比46.0％低下、出荷指数は60.7で同44.7％低下となった。

これは、生産、出荷ともに鋳鍛造品、熱間圧延鋼材・鋼管、冷間仕上鋼材が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産、出荷ともに21年Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期、Ⅳ期は上昇した。
一方、在庫指数は158.7で前年比47.7％上昇となった。

これは、熱間圧延鋼材・鋼管が上昇したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、全期を通じて上昇した。

四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)　
[image: image1.emf]50

60

70

80

90

100

110

120

130

140

150

160

170

180

17/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 18/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 19/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 20/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 21/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

生産

出荷

在庫


[image: image2.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

年指数(原指数)

鉄鋼業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

107.7 58.2 113.7 113.1 110.0 92.5 59.0 54.3 59.3 61.5

(△1.4) (△46.0) (2.5) (△0.6) (△2.7) (△16.0) (△36.2) (△8.0) (9.3) (3.8)

109.8 60.7 116.0 116.9 112.3 92.0 59.6 57.2 63.4 63.8

(△1.7) (△44.7) (3.6) (0.8) (△3.9) (△18.1) (△35.2) (△4.1) (10.9) (0.5)

107.5 158.7 109.5 100.8 100.2 118.8 144.1 156.7 163.0 172.0

(19.9) (47.7) (17.9) (△7.9) (△0.6) (18.5) (21.3) (8.7) (4.1) (5.5)

下段（     )内は前（年・期）比（％）
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生    産

出    荷

在    庫

四半期別指数(季節調整済指数）

20　　年 21　　年


(2) 非鉄金属工業

  非鉄金属工業の生産指数は67.3で前年比27.9％低下、出荷指数は69.4で同26.9％低下となった。

これは、生産、出荷ともに伸銅・アルミニウム圧延製品、非鉄金属鋳物、電線・ケーブルが低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産、出荷ともに21年Ⅰ期に低下した後、Ⅱ期からⅣ期にかけて上昇した。

一方、在庫指数は86.5で前年比9.7％低下となった。

これは、伸銅・アルミニウム圧延製品、電線・ケーブル、非鉄金属地金が低下したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期、Ⅳ期は上昇した。

四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)　
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[image: image4.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

非鉄金属 年指数(原指数)

工       業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

93.4 67.3 99.1 96.9 96.5 80.5 57.2 64.7 71.9 75.6

(△5.4) (△27.9) (0.4) (△2.2) (△0.4) (△16.6) (△28.9) (13.2) (11.0) (5.2)

94.9 69.4 100.5 98.7 97.3 82.3 61.8 67.8 73.0 75.8

(△4.8) (△26.9) (1.0) (△1.7) (△1.5) (△15.4) (△24.9) (9.8) (7.6) (3.9)

95.9 86.5 102.0 97.5 91.4 92.8 92.1 81.2 86.4 87.4

(△12.4) (△9.7) (△6.5) (△4.4) (△6.3) (1.6) (△0.8) (△11.9) (6.4) (1.2)

下段（     )内は前（年・期）比（％）

20年 21年

20　　年 21　　年

生    産

出    荷

在    庫

四半期別指数(季節調整済指数）


(3) 金属製品工業

  金属製品工業の生産指数は81.2で前年比17.1％低下、出荷指数は80.3で同16.8％低下となった。

これは、生産、出荷ともにその他の金属製品、飲料用缶・食缶、建築用金属製品等が上昇したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産は21年Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期に上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。出荷はⅠ期に低下した後、Ⅱ期、Ⅲ期と上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。
一方、在庫指数は95.8で前年比13.7％低下した。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期に上昇した後、Ⅱ期からⅣ期にかけて低下した。

四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)
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[image: image6.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

金属製品 年指数(原指数)

工       業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

98.0 81.2 93.6 98.2 102.3 96.4 82.1 80.0 82.6 80.3

(2.0) (△17.1) (△1.9) (5.0) (4.1) (△5.8) (△14.8) (△2.6) (3.3) (△2.8)

96.6 80.3 94.5 96.0 101.2 93.3 78.6 80.2 81.9 80.9

(2.1) (△16.8) (△1.0) (1.6) (5.4) (△7.8) (△15.7) (2.0) (2.1) (△1.3)

110.9 95.8 110.2 105.4 113.4 114.1 120.9 111.1 80.9 74.6

(△3.9) (△13.7) (△11.2) (△4.3) (7.6) (0.6) (6.0) (△8.1) (△27.2) (△7.8)

下段（     )内は前（年・期）比（％）
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生    産

出    荷

在    庫

四半期別指数(季節調整済指数）

20　　年 21　　年


(4) 一般機械工業

一般機械工業の生産指数は56.0で前年比42.0％低下、出荷指数は52.1で同37.5％低下となった。

これは、生産は金属工作機械、その他の一般機械、はん用内燃機関等が低下し、出荷は金属工作機械、その他の一般機械、冷凍機等が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産は21年Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期に上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。出荷は全期を通じて低下した。
一方、在庫指数は110.0で前年比4.5％上昇となった。

これは、金属工作機械、冷凍機応用装置等上昇したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期、Ⅱ期と上昇した後、Ⅲ期、Ⅳ期は低下した。
[image: image7.emf]四半期別 指数 の 推移                                 ( 季節調整 済 指数 ： 平 成 17 年 ＝ 100 )  
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[image: image9.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

一般機械 年指数(原指数)

工       業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

96.7 56.0 105.9 100.3 96.0 81.7 58.5 55.3 55.4 55.3

(△11.2) (△42.0) (△0.9) (△5.3) (△4.3) (△14.9) (△28.4) (△5.5) (0.2) (△0.2)

83.4 52.1 90.5 88.2 82.3 69.7 54.4 52.0 51.8 49.9

(△22.5) (△37.5) (△16.5) (△2.5) (△6.7) (△15.2) (△22.0) (△4.3) (△0.5) (△3.6)

105.3 110.0 100.7 105.9 106.3 108.9 112.6 115.0 113.1 100.3

(17.7) (4.5) (11.0) (5.2) (0.3) (2.5) (3.3) (2.2) (△1.7) (△11.4)

下段（     )内は前（年・期）比（％）
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出    荷

20年 21年
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(5) 電気機械工業

電気機械工業の生産指数は79.9で前年比15.1％低下、出荷指数は86.2で同10.2％低下となった。

これは、生産、出荷ともに家庭用エアコン、発電機・電動機、民生用電機機械等が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産は21年Ⅰ期に低下した後、Ⅱ期に上昇したが、Ⅲ期、Ⅳ期は再び低下した。出荷はⅠ期に低下した後、Ⅱ期、Ⅲ期と上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。
一方、在庫指数は120.3で前年比18.6％上昇となった。

これは、家庭用エアコン、電池等が上昇したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期に低下した後、Ⅱ期からⅣ期にかけて上昇した。
[image: image10.emf]四半期別 指数 の 推移                                 ( 季節調整 済 指数 ： 平 成 17 年 ＝ 100 )  
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[image: image12.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

電気機械 年指数(原指数)

工       業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

94.0 79.9 94.5 96.8 95.8 85.1 79.1 84.9 79.7 74.9

(0.1) (△15.1) (△3.4) (2.5) (△1.1) (△11.1) (△7.1) (7.3) (△6.1) (△6.0)

96.0 86.2 97.1 98.2 99.3 86.7 81.2 87.8 89.4 86.0

(△1.5) (△10.2) (△1.8) (1.1) (1.1) (△12.7) (△6.3) (8.2) (1.8) (△3.8)

101.4 120.3 98.5 101.2 100.4 106.3 96.1 104.7 137.9 149.5

(△0.2) (18.6) (△2.0) (2.8) (△0.8) (5.9) (△9.6) (8.9) (31.7) (8.4)

下段（     )内は前（年・期）比（％）
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生    産
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(6) 輸送機械工業　

輸送機械工業の生産指数は61.9で前年比36.5％低下、出荷指数は65.4で同34.4％低下

となった。

これは、生産、出荷ともに、自動車部品、自動車車体、二輪自動車部品等が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産は、21年Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期、Ⅳ期は上昇した。出荷はⅠ期からⅢ期にかけて低下した後、Ⅳ期は上昇した。
一方、在庫指数は86.8で前年比30.2％低下となった。

これは、特殊自動車、自動車部品等が低下したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、全期を通じて低下した。
　　

[image: image13.emf]四半期別 指数 の 推移                                 ( 季節調整 済 指数 ： 平 成 17 年 ＝ 100 )  
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[image: image15.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

輸送機械 年指数(原指数)

工       業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

97.6 61.9 102.2 97.8 100.3 88.7 60.9 59.8 62.0 65.7

(△7.7) (△36.5) (△6.2) (△4.3) (2.5) (△11.5) (△31.4) (△1.8) (3.6) (6.0)

99.8 65.4 106.9 101.0 101.8 88.5 67.3 63.4 63.3 68.6

(△7.2) (△34.4) (△0.7) (△5.5) (0.8) (△13.1) (△23.9) (△5.8) (△0.1) (8.3)

124.3 86.8 134.9 120.9 121.6 117.2 109.2 95.5 79.5 64.4

(△2.6) (△30.2) (△7.3) (△10.4) (0.6) (△3.6) (△6.9) (△12.5) (△16.7) (△19.1)
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四半期別指数(季節調整済指数）
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(7) 精密機械工業

精密機械工業の生産指数は126.1で前年比25.1％上昇、出荷指数は126.8で同24.0％上昇となった。

これは、生産、出荷ともに医療用機械が上昇したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産、出荷ともに全期を通じて上昇した。

一方、在庫指数は118.1で前年比35.3％上昇となった。

これは、医療用機械が上昇したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期、Ⅱ期と上昇した後、Ⅲ期、Ⅳ期は低下した。

四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)　
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[image: image17.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

精密機械 年指数(原指数)

工       業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

100.8 126.1 96.8 102.0 102.4 100.7 123.7 123.8 129.4 131.0

(6.0) (25.1) (1.2) (5.3) (0.4) (△1.6) (22.8) (0.1) (4.5) (1.2)

102.3 126.8 99.6 101.8 103.5 104.0 115.3 127.9 131.6 137.9

(4.8) (24.0) (△3.0) (2.2) (1.6) (0.5) (10.9) (10.9) (2.9) (4.8)

87.3 118.1 87.6 87.6 88.8 84.7 115.7 125.0 119.7 112.2

(△3.0) (35.3) (△1.6) (0.1) (1.4) (△4.6) (36.5) (8.0) (△4.2) (△6.3)
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(8) 窯業・土石製品工業

窯業・土石製品工業の生産指数は73.2で前年比26.5％低下、出荷指数は79.0で同11.8％低下となった。

これは、生産、出荷ともにその他の窯業・土石製品、生コン・コンクリート製品が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産は21年Ⅰ期からⅢ期にかけて低下した後、Ⅳ期は上昇した。出荷は、Ⅰ期に上昇した後、Ⅱ期、Ⅲ期と低下したが、Ⅳ期は再び上昇した。
一方、在庫指数は156.6で前年比20.0％上昇となった。

これは、その他の窯業・土石製品が上昇したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期に上昇、Ⅱ期に低下、Ⅲ期に上昇、Ⅳ期に低下と上昇と低下を繰り返した。

四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)
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[image: image19.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

窯  業  ・ 年指数(原指数)

土石製品

工       業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

99.5 73.2 96.7 99.9 101.5 98.3 80.6 70.0 66.7 76.1

(2.5) (△26.5) (1.1) (3.3) (1.6) (△3.1) (△18.0) (△13.2) (△4.7) (14.0)

89.5 79.0 90.3 91.0 93.3 82.7 90.2 79.0 68.9 79.9

(△3.3) (△11.8) (2.8) (0.7) (2.6) (△11.4) (9.1) (△12.4) (△12.8) (16.0)

130.5 156.6 109.4 122.9 129.4 157.6 168.0 162.1 162.6 135.1

(25.5) (20.0) (△6.8) (12.4) (5.3) (21.8) (6.6) (△3.5) (0.3) (△16.9)
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(9) 化学工業

化学工業の生産指数はで前82.5で前年比14.2％低下、出荷指数は79.8で同17.1％低下となった。

これは、生産、出荷ともに医薬品、その他の化学製品、プラスチックが低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産、出荷ともに21年Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期、Ⅳ期は上昇した。

一方、在庫指数は80.4で前年比21.8％低下となった。
これは、その他の化学製品、プラスチック等が低下したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、全期を通じて低下した。

四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)　　
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[image: image21.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

化      学 年指数(原指数)

工       業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

96.2 82.5 99.9 99.3 94.7 88.5 84.2 78.0 84.2 85.3

(△6.1) (△14.2) (△5.8) (△0.6) (△4.6) (△6.6) (△4.9) (△7.3) (7.9) (1.3)

96.2 79.8 100.8 100.0 95.3 87.0 79.4 76.5 80.8 84.0

(△6.7) (△17.1) (△5.4) (△0.8) (△4.7) (△8.8) (△8.7) (△3.7) (5.6) (4.0)

102.8 80.4 103.3 105.3 105.0 97.7 89.1 80.6 77.3 74.7

(△0.0) (△21.8) (7.2) (1.9) (△0.3) (△7.0) (△8.8) (△9.5) (△4.1) (△3.4)

下段（     )内は前（年・期）比（％）

20年 21年

生    産

出    荷

在    庫

四半期別指数(季節調整済指数）

20　　年 21　　年


　
(10) プラスチック製品工業

プラスチック製品工業の生産指数は77.5で前年比22.1％低下、出荷指数は79.4で同22.6％低下となった。

これは生産、出荷ともに工業用プラスチック製品、その他のプラスチック製品が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産、出荷ともに21年Ⅰ期に低下した後、Ⅱ期からⅣ期にかけて上昇した。
一方、在庫指数は81.6で前年比8.9％低下となった。

これは、工業用プラスチック製品、その他のプラスチック製品が低下したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期に上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。
四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)　　　
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[image: image23.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 年指数(原指数)

製      品

工      業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

99.6 77.5 106.2 105.0 100.5 85.8 70.8 75.9 80.5 83.4

(△5.2) (△22.1) (△0.8) (△1.1) (△4.3) (△14.7) (△17.5) (7.2) (6.1) (3.6)

102.6 79.4 108.9 109.0 104.1 87.6 71.7 78.2 83.5 84.7

(△4.3) (△22.6) (△2.2) (0.1) (△4.5) (△15.8) (△18.1) (9.0) (6.8) (1.4)

89.6 81.6 92.6 88.7 88.8 88.2 82.2 80.2 83.0 80.8

(△6.2) (△8.9) (1.4) (△4.2) (0.1) (△0.6) (△6.9) (△2.4) (3.6) (△2.6)

下段（     )内は前（年・期）比（％）

20年 21年

在    庫

出    荷

生    産

四半期別指数(季節調整済指数）

20　　年 21　　年


　　
(11) パルプ・紙・紙加工品工業

パルプ・紙・紙加工品工業の生産指数は76.6で前年比15.2％低下、出荷指数は同73.7で同16.9％低下となった。

これは、生産、出荷ともに印刷用紙、紙加工品、パルプ等が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産はⅠ期に低下、Ⅱ期に上昇、Ⅲ期に低下、Ⅳ期に上昇と低下と上昇を繰り返した。出荷はⅠ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期、Ⅳ期は上昇した。
一方、在庫指数は92.9で前年比1.2％低下となった。

これは、印刷用紙、板紙、雑種紙が低下したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期に上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。
四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)
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[image: image25.emf]四半期別指数の推移

(季節調整済指数：平成17年=100)

ﾊﾟﾙﾌﾟ･ 年指数(原指数)

紙･紙加

工品工業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

90.3 76.6 94.3 91.2 90.9 83.8 74.4 77.4 76.9 78.2

(△9.1) (△15.2) (△3.0) (△3.3) (△0.3) (△7.9) (△11.2) (4.1) (△0.7) (1.7)

88.7 73.7 92.3 90.0 89.7 81.5 73.9 72.5 74.5 74.8

(△9.7) (△16.9) (△3.8) (△2.5) (△0.3) (△9.1) (△9.4) (△1.9) (2.8) (0.4)

94.0 92.9 94.6 95.2 92.7 93.6 93.4 93.2 94.0 90.7

(△0.8) (△1.2) (1.5) (0.7) (△2.6) (0.9) (△0.2) (△0.2) (0.9) (△3.5)

下段（     )内は前（年・期）比（％）
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生    産

在    庫

出    荷

四半期別指数(季節調整済指数）
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(12) 繊維工業

繊維工業の生産指数は57.7で前年比20.4％低下、出荷指数は59.6で同19.6％低下となった。

これは、生産、出荷ともに、織物、その他の繊維製品、染色整理等が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産、出荷ともに21年Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期、Ⅳ期は上昇した。

一方、在庫指数は87.1で前年比11.1％低下となった。

これは、その他の繊維製品、染色整理、織物が上昇したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期はほぼ横ばいであったが、Ⅱ期からⅣ期にかけて低下した。
四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)
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[image: image27.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

繊      維 年指数(原指数)

工      業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

72.4 57.7 74.3 74.4 70.6 69.7 58.5 55.8 57.7 58.9

(△8.0) (△20.4) (△6.4) (0.2) (△5.1) (△1.3) (△16.1) (△4.6) (3.3) (2.1)

74.1 59.6 76.2 75.1 73.6 70.8 59.9 58.5 59.3 61.3

(△6.8) (△19.6) (△5.9) (△1.4) (△2.0) (△3.9) (△15.4) (△2.3) (1.5) (3.3)

98.1 87.1 97.3 100.8 97.9 96.3 96.4 89.5 82.2 80.5

(13.4) (△11.1) (2.6) (3.6) (△2.8) (△1.6) (0.0) (△7.2) (△8.1) (△2.1)

下段（     )内は前（年・期）比（％）

20年 21年

在    庫

生    産

出    荷

四半期別指数(季節調整済指数）

20　　年 21　　年


　
(13) 食料品・たばこ工業

食料品・たばこ工業の生産指数は88.3で前年比4.3％低下、出荷指数は97.9で同8.2％低下した。
これは、生産、出荷ともに茶・コーヒー、酒類、加工食品が低下したためである。

年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産は21年Ⅰ期からⅢ期にかけて低下した後、Ⅳ期は上昇した。出荷はⅠ期に低下した後、Ⅱ期、Ⅲ期と上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。
一方、在庫指数は84.6で前年比7.0％低下となった。

これは、茶・コーヒー、酒類、肉製品が低下したためである。

年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期に低下した後、Ⅱ期に上昇したが、Ⅲ期、Ⅳ期は再び低下した。

四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)
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[image: image29.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

食料品・ 年指数(原指数)

た ば こ

工      業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

92.3 88.3 94.8 91.4 91.7 90.8 89.2 88.8 87.8 88.4

(△4.8) (△4.3) (△4.0) (△3.6) (0.3) (△0.9) (△1.8) (△0.4) (△1.1) (0.6)

106.7 97.9 101.5 104.0 108.1 111.2 89.3 101.4 103.4 97.6

(6.7) (△8.2) (△3.4) (2.5) (3.9) (2.9) (△19.7) (13.5) (2.0) (△5.6)

90.9 84.6 94.2 96.4 87.5 86.4 86.2 86.7 84.9 80.8

(△9.1) (△7.0) (△3.7) (2.3) (△9.2) (△1.3) (△0.2) (0.7) (△2.2) (△4.8)

下段（     )内は前（年・期）比（％）

20年 21年

生    産

出    荷

在    庫

四半期別指数(季節調整済指数）
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(14) その他工業

その他工業の生産指数は84.6で前年比12.6％低下となった。

これは、木材・木製品工業が前年比20.9％、家具工業が同17.1％、ゴム製品工業が同16.3％、その他製品工業が同8.7％低下したためである。

出荷指数は84.8で前年比12.7％低下となった。

これは、木材・木製品工業が前年比21.4％、ゴム製品工業が同15.0％、家具工業が同14.6％、その他製品工業が同10.9％低下したためである。
年間の生産、出荷の動きを四半期ごとの前期比でみると、生産、出荷ともに21年Ⅰ期、Ⅱ期と低下した後、Ⅲ期に上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。
一方、在庫指数は83.3で前年比3.2％上昇となった。

これは、家具工業が同24.3％、ゴム製品工業が16.1％低下したが、木材・木製品工業が同16.7％、その他製品工業が同5.7％上昇したためである。
年間の在庫の動きを四半期ごとの前期比でみると、Ⅰ期に低下した後、Ⅱ期、Ⅲ期と上昇したが、Ⅳ期は再び低下した。

四半期別指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(季節調整済指数：平成17年＝100)　　
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[image: image31.emf]四半期別指数の推移 (季節調整済指数：平成17年=100)

そ の 他 年指数(原指数)

工      業

Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期 Ⅰ  期 Ⅱ  期 Ⅲ  期 Ⅳ  期

96.9 84.6 98.8 99.5 95.8 91.8 85.6 84.2 85.1 84.5

(△6.1) (△12.6) (△3.7) (0.7) (△3.8) (△4.1) (△6.8) (△1.6) (1.1) (△0.7)

97.1 84.8 99.7 99.3 96.6 91.2 86.4 83.4 85.3 85.1

(△5.2) (△12.7) (△2.4) (△0.4) (△2.8) (△5.6) (△5.3) (△3.5) (2.3) (△0.2)

80.7 83.3 80.3 78.9 81.7 81.9 81.1 84.7 85.2 82.3

(1.3) (3.2) (1.0) (△1.7) (3.5) (0.2) (△0.9) (4.4) (0.6) (△3.4)
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20年 21年

在    庫

生    産

出    荷
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